
１．右のグラフで点Ａ（ａ，４）は直線 ｘ＋ｙ＝６ 上にあり、この直線とｙ軸との交点をＢ

　　とする。次の各問いに答えよ。

（１）点Ａのｘ座標ａの値を求めよ。

（２）点Ａと原点を結ぶ直線の式を求めよ。

（３）点Ｂを通り、直線に平行な直線ｍの式を求めよ。
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２．右のグラフは、Ｍ君とＮ君の通学の様子を

　　表したものである。Ｍは徒歩で、Ｎは自転車で

　　通学している。Ｍ君はちょうど午前７時に家を　　出るとするとき、次の各問いに答えよ。

（１）Ｎ君の家から学校まで何kmあるか。

（２）Ｎ君の自転車の速さは毎時何kmか。

（３）Ｎ君がＭ君を追い越す時刻を求めよ。

（４）Ｍ君が学校に着く時刻を求めよ。

（５）　Ｍ君が家を出てからｘ分後に、家からｙkmのところを歩いているとして、

ｙをｘの式で表せ。
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３．右のグラフの直線，ｍの式を求めよ。

　　また、交点Ｐの座標を求めよ。
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答　：ｙ=
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1次関数特集（２） ［1次関数の応用はこれでバッチリ！］
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目次１へ　 解答へ

http://kore.mitene.or.jp/~tohru/fuspecial(2).pdf
http://kore.mitene.or.jp/~tohru/mokuji-1%20.html


４．１辺６cmの正方形ＡＢＣＤがある。点Ｐが毎秒２cmの

　　速さで頂点Ａを出発して辺ＡＢ，ＢＣ，ＣＤ上を頂点Ｄ

　　まで動くものとする。点Ｐが頂点Ａを出発してｘ秒後に

　　できる三角形ＡＰＤの面積をｙとするとき次の各問い

　　に答えよ。

（１）点Pが辺ＡＢ上にあるとき、ｘとｙの関係を式で表せ。

（２）△ＡＰＤの面積が18になるときのｘの範囲を求めよ。

（３）　点Pが頂点Ａから頂点Ｄまで動くとき、ｘとｙの関係を

　　　表すグラフをかけ。
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５．右のグラフａ，ｂはそれぞれ２つの水槽Ａ，Ｂに

　　同時に水を入れ始めてからｘ秒後の水槽の水の量を

　　ｙとして、ｘ，ｙの関係を表したものである。水を

　　入れる速さはそれぞれ一定として、各問いに答えよ。

（１）水を入れ始めたとき、水槽Ｂにはすでに何の

　　　水が入っていたか。

（２）２つの水槽Ａ，Ｂの水の量が等しくなるのは水を入れ始めてから何秒後で、

　　　その時の水槽の水の量は何か

（３）　グラフｂで表される関数の式を求めよ。

答　ｙ=　　　　　　　（０≦ｘ≦２０）
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-２- 以上


